






































4）NBR/SBR ブレンドのトルエン溶液の散逸過程で形成される NBR リッチドメインの規
則配列と CBの選択的分散を利用して、導電性 CBナノ粒子の配列制御を試みた。CBナノ
粒子がNBRドメインのシェルに選択的に配列したCBマイクロリングの規則配列に成功し
た。 
以上の成果から、新規散逸構造の階層構造とその形成メカニズムを明らかにした。さら
に非相溶系高分子ブレンドの相分離溶液中のナノ粒子が、4体間相互作用のバランスによっ
て生じることを明らかにした。新規散逸構造と CBの選択的分散を利用することで、導電性
CBナノ粒子のマイクロリングの規則配列を膜表面に形成することができた。このフィルム
はウェットプロセスで簡単に作成することが可能で、波長選択的シールドフィルムへの応
用が期待される。 
 
その工学的価値は高く、本論文は博士（工学）の学位を授与するに十分価値あるものと
認められる。 
 
